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完
了
し
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
べ
る
校
舎
、
体
育
館
な

ど
の
施
設
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
長
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
す
桶
川
駅
東
口
整
備
に
つ
き

ま
し
て
は
、
３
月
に
都
市
計
画
決
定
の
変
更
が
認
可
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
６
月
に
は
現
地
に
事
務
所
を
構
え
、
本
格
的
に
駅

東
口
整
備
事
業
が
動
き
始
め
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
と
遊
休
水
面
の
活

用
を
図
っ
た
日
本
初
の
水
上
フ
ロ
ー
ト
式
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
施

設
「
ソ
ー
ラ
ー
オ
ン
ザ
ウ
ォ
ー
タ
ー
桶
川
」
が
７
月
に
稼
動
し
、

現
在
全
国
各
地
よ
り
問
い
合
わ
せ
を
頂
き
、ま
た
、多
く
の
方
々

に
視
察
に
来
て
い
た
だ
い
て
い
る
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、今
年
の
展
望
と
い
た
し
ま
し
て
は
、や
は
り
何
と
い
っ

て
も
最
重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
駅
東
口
整
備
を
は
じ
め
市
役
所

新
庁
舎
の
建
設
、
土
地
区
画
整
理
事
業
の
推
進
や
、
都
市
計
画

道
路
の
整
備
な
ど
生
活
基
盤
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
市

民
か
ら
要
望
の
強
か
っ
た
子
ど
も
医
療
費
な
ど
の
福
祉
３
医
療

費
の
窓
口
払
い
の
４
月
か
ら
の
廃
止
に
向
け
、
安
心
し
て
病
院

に
か
か
れ
る
環
境
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
義
務
教
育
環
境
の
充
実
を
図
る
た
め
に
市
内
小
中
学

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
２

０
２
０
年
に
東
京
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
日
本
中

が
歓
喜
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
自
国
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
熱
い
戦

い
に
、
メ
ダ
ル
獲
得
の
期
待
も
大
き
い
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、

何
よ
り
も
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
夢
と
希
望
を
与
え
、
被

災
地
復
興
の
大
き
な
力
と
な
る
も
の
と
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成
功
に
今
か
ら
大
き
な
期
待
を
寄
せ
る
も

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
一
方
で
は
、
一
昨
年
に
続
き
昨
年
も
日
本
各
地
で
、
大

雨
に
よ
る
土
砂
崩
れ
や
河
川
の
氾
濫
、
さ
ら
に
竜
巻
な
ど
の

災
害
が
多
発
し
、
各
地
で
甚
大
な
被
害
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
、

10
月
に
は
伊
豆
大
島
で
台
風
26
号
に
よ
る
大
規
模
な
土
砂
崩
れ

の
発
生
に
よ
り
、
多
く
の
尊
い
命
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
県
内
で
は
越
谷
市
、
松
伏
町
、
熊
谷
市
な
ど
で
竜
巻
に
よ
る

家
屋
の
損
壊
な
ど
発
生
し
て
お
り
ま
し
て
、
い
ま
ま
で
想
定
さ

れ
な
か
っ
た
災
害
が
身
近
な
地
域
で
発
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
自
然
災
害
を
事
前
に
食
い
止
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

私
た
ち
の
努
力
に
よ
っ
て
災
害
に
よ
る
被
害
を
減
ら
す
こ
と
、

「
減
災
」
は
可
能
で
す
。
ま
も
な
く
東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年

校
の
全
普
通
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
よ
り
一

層
の
子
育
て
世
代
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
平
成
26
年
度
の
県
内
開
通
を
目
標
に
工
事
が
進

ん
で
お
り
ま
す
圏
央
道
の
桶
川
北
本
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺

に
、「（
仮
称
）道
の
駅
お
け
が
わ
」
の
整
備
を
進
め
、
地
の
利

を
活
か
し
た
企
業
誘
致
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
る
、
地
域
活
性

化
に
も
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
市
役
所
職
員
の
職
務

４
原
則
で
あ
る

『
謙
虚
に
市
民
の
声
を
聴
き
ま
す
』

『
で
き
る
理
由
を
考
え
ま
す
』

『
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
！
今
や
り
ま
す
！
』

『
学
び
続
け
ま
す
』

　

こ
の
４
つ
を
職
員
一
人
ひ
と
り
が
心
に
刻
み
な
が
ら
市
役
所

一
丸
と
な
っ
て
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
様
の
知
恵
と
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
、

元
気
で
活
力
あ
る
持
続
可
能
な
将
来
世
代
に
誇
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。　

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
あ
ら
た
め
て
、
防
災
に
つ
い
て
見
直
す

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
現
在
、
第
五
次
総
合
振
興
計
画
の
も
と
、「
み
ん

な
で
つ
く
り
育
む
活
気
あ
ふ
れ
る
交
流
拠
点
都
市
お
け
が
わ
」

の
実
現
に
向
け
、
各
種
施
策
を
進
め
る
と
と
も
に
、
長
年
懸
案

と
な
っ
て
い
る
駅
東
口
整
備
、
新
庁
舎
の
建
設
、
ま
た
首
都
圏

中
央
連
絡
自
動
車
道
整
備
に
関
連
し
た
魅
力
あ
る
地
域
づ
く

り
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た
重
要
施
策
に
も
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。

　

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
社
会
情
勢
の
変
化
を
的
確
に

判
断
す
る
と
と
も
に
、
市
政
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し
、
市

民
の
声
を
ま
ず
第
一
と
考
え
、
活
気
あ
ふ
れ
た
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
、
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
な
お

一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
新
し
い
年
が
市
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
素

晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し

て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。　

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
桶
川
市
長
の

小
野
克
典
で
す
。

　

昨
年
４
月
に
市
長
に
就
任
し
、
８
か
月
が
過
ぎ
、
新
年
を
新

た
な
気
持
ち
で
迎
え
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
市
民
の
皆
様
、
市
議
会
議
員
の
皆
様
の
ご
指
導
と
、

市
職
員
の
協
力
を
得
て
、
市
政
の
推
進
と
公
約
実
現
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
岩
﨑
前
市
長
の
最
優
先
課
題
で

あ
っ
た
市
内
全
て
の
小
中
学
校
の
耐
震
化
補
強
工
事
が
３
月
に

元
気
で
活
力
あ
る
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

桶
川
市
長

　
　小
野
克
典

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
市
政
に
対
し
、
温
か
い
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
市
議
会
を
代
表
し
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

私
は
昨
年
の
12
月
議
会
に
、
議
員
各
位
か
ら
の
ご
推
挙
を
い

た
だ
き
、
議
長
と
い
う
重
責
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
微

力
な
が
ら
円
滑
な
議
会
運
営
と
市
政
発
展
の
た
め
、
全
身
全
霊

を
傾
け
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
世
界
最
大
で
最
高
の
ス
ポ
ー
ツ

市
民
の
声
を
反
映
し 

活
気
あ
ふ
れ
た

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

桶
川
市
議
会
議
長

　
　大
隅
俊
和

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
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予防接種を受けましょう
詳しくは 詩݈૿߁ਐ՝ʢอ݈ηϯλーʣ☎���ʵ����

おͱͳおͱͳおͱͳおͱͳの෩͠Μ予防接種のඅ༻Λॿ͍ͯ͠·͢

お子さんお子さんお子さんの予防接種スケジュール（平成26年1月1日ࡏݱ）

　免疫を持たない女性が、妊娠初期に風しんにかかると、おなかの赤ちゃんが「先天性風しん症候群（難聴、
白内障、心臓病など）」になる可能性があります。昨年は風しんが流行したため、予防接種費用の助成をして
います。平成26年３月31日までの接種が対象となりますので、対象となる人は、早めに受けてください。

ॿରऀ▶͔ࡀ��Βࡀ��のঁੑ·්ͨの
　　　　　　ただし、風しんにかかったことがある人および風しんの予防接種を受けたことがある人は除く。
　　　　　　＊妊娠中は予防接種を受けることができません。女性は予防接種後、２か月の避妊が必要です。
ॿ  ۚ ֹ▶3,000円（１回限り）　　
ॿのํ๏▶医療機関に接種費用を全額支払い、健康増進課に申請してください。助成額を指定口座に振込みま

す。申請の際は、風しんの予防接種を受けたことを証明する書類・領収書原本・振込口座がわかる
もの・印鑑・妊婦の夫の場合は母子健康手帳が必要です。

ఆظ予防接種 望　ま　し　い　接　種　時　期

区　　　　分 種類
乳児期 幼児期 学童期

2か月 3か月 4か月 5か月 6－7
か月

9－11
か月

1２－1５
か月

16－17 
か月

18－２3 
か月 2歳 3歳～ 5歳～ 7歳～ 10歳以上

ヒブ（インフルエンザｂ菌） 不活化 ① ② ③ ④
小児用肺炎球菌 不活化 ① ② ③ ④
三種混合 不活化 ① ② ③ ④
四種混合 不活化 ① ② ③ ④
ＢＣＧ 生 ①
ポリオ 不活化 ① ② ③ ④

麻しん、風しん（MR） 生 ① ②
５～６歳

日本脳炎　（注１） 不活化 ①②③
3～4歳

④
9～1２歳

二種混合 不活化 ①
11～1２歳

HPV（子宮頸がんワクチン） 不活化 ①②③
13～1５歳

ҙ予防接種 望　ま　し　い　接　種　時　期

区　　　　分 種類
乳児期 幼児期 学童期

2か月 3か月 4か月 5か月 6－7
か月

9－11
か月

1２－1５
か月

16－17 
か月

18－２3 
か月 2歳 3歳～ 5歳～ 7歳～ 10歳以上

ロタウイルス 生
① ②
① ② ③

Ｂ型肝炎 不活化 ① ② ③

＊定期予防接種は、予防接種法で規定されており、対象期間が過ぎると無料で受けられません。
　母子健康手帳で受け忘れがないか、ご確認ください。

（注１）日本脳炎は、平成７年４月２日～平成19年４月１日生まれで接種が終わっていない場合は、20歳未満までに受けることが出
来ます。詳しくは、健康増進課（保健センター内）にお問い合せください。

＊任意予防接種は、全額自己負担ですが、ロタウイルスについては7,500円／回（２回まで）助成しています。

ਃݶظɺฏ��݄̐��·ͰͰ͢ɻ
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自主防
災組織

の

訓練に

参加し
ましょ

う

平
成
25
年
度

桶
川
市
総
合
防
災
訓
練

■訓練目的�
　突如発生する地震を想定して、災害発生から
の一連の対応が真に機能するような実践的な防
災訓練を実施し、地域の防災体制の確立、防災
関係機関の連携および、防災意識の高揚を図る。

■実施日時�
　1月19日㈰　午前８時30分～11時
　（雨天中止）

■会場�
　加納中学校
■訓練内容�
◇避難所開設訓練・高所救出訓練
◇建物火災消火訓練・炊き出し訓練　など
　電気、ガス、水道などのライフライン関係機
関による防災に関する各種展示もあります。

■午前８時45分にサイレンを吹鳴します�
　防災訓練の一環として、サイレン吹鳴試験を
次のとおり実施します。火災発生時と間違えな
いようにご注意ください。
　と　き▶1月19日㈰　午前８時45分
　ところ▶市内全域

※中止の場合は、サイレン吹鳴は行いません。

■お願い�
　訓練において、ヘリコプターを使用しますの
で、近隣の人は、騒音・強い風などが予想され
ますので、ご理解とご協力をお願いします。

■その他�
・駐車場がありませんので、徒歩または
自転車でお越しください。

・会場内は禁煙です。

サイレン　２回吹鳴
15秒 5秒 15秒
鳴 休 鳴

　午前８時45分の防災行政無線によるサ
イレンを合図にシェイクアウト訓練を行
いますので、ご自宅などでの参加をお願
いします。所要時間は１分程度です。

　市では、関係機関や自主防災組織、町内会など
と連携し、毎年度防災訓練を実施しています。総
合防災訓練は３年に１回、それ以外の年は地域密
着型防災訓練を実施しています。また、市職員の
防災訓練を毎年度実施し、職員の防災対応能力の
向上を図っています。

◎シェイクアウト訓練とは
　決められた日時に参加者がそれぞれの
居場所で、一斉に地震から身を守る行動
（下図の「安全行動1－2－3①姿勢を低く
②頭・足を保護して③揺れが収まるまで
待つ」参照）を取る訓練です。

どこに
いても

訓練に
参加

できま
す！

安全行動の１－２－３

①ドロップ：まず低く！
②カバー：頭を守り！
③ホールド・オン：動かない！

備えあ
れば、

　憂い
なし！

自主防災
組織の

訓練に

参加しま
しょう

　自主防災組織は、自主的に防災訓練を開催し、消防職員など
の指導を受け、災害発生直前や発生初期に市民による適切な防
災活動が実施できるよう、実践的な訓練を行っています。お住
まいの地域の自主防災会の訓練にも、ぜひ参加しましょう。

市 で は 様 々 な 防 災 訓 練 を 行 っ て い ま す
年度 訓練規模 メイン会場

24 地域密着型防災訓練
市職員の防災訓練 朝日小学校

25 総合防災訓練
市職員の防災訓練 加納中学校

26 地域密着型防災訓練
市職員の防災訓練 市内小学校（西側）

　防災関係機関との連携協力のもとに、実施する
総合的な防災訓練です。市民や自主防災組織など
の参加を求め、防災に関する協力と理解を深め防
災体制の強化を図るものです。

①職員の動員訓練・動員伝達訓練
　　災害発生時に迅速に本部体制が確立できるよう、
交通機関、交通用具の使用を制限し、勤務時間内
外の条件を加味した動員訓練を実施しています。
②「職員参集ルート情報」訓練
　　市役所などに参集する際に、参集ルート沿いの
被害状況、避難状況などの情報を的確に収集でき
るよう、訓練を実施しています。
③市本部と県および防災関係機関との情報伝達訓練
　　県および防災関係機関から各種災害情報の収集、
また関係機関への被害報告、応援要請などが迅速
に実施できるよう、情報伝達訓練を実施しています。

詳
し
く
は
詩
安
心
安
全
課

１ 総合防災訓練
３ 市職員の防災訓練

　自主防災組織や市職員を対象に防災機器の取扱
い方法などを訓練する、参加型の防災訓練です。

２ 地域密着型防災訓練

（参考）

　訓練を積み重ねること
は、災害対応能力の向上
や、関係機関相互の協力
体制を確立する上で、大
きな効果があります。
　ぜひ、多くの人に、防
災訓練に参加していただ
きたいと思います。

安心安全課
成川主事

地域や近隣の人が
互いに協力し合う

自助 共助

公助

自分の身は自分の
努力によって守る

国や県、市などの行政、
消防機関による
救助・救援など

災害時の被害を抑える

地域の防災力
自助 共助

公助

地域や近隣の人が
互いに協力し合う

自分の身は自分の
努力によって守る
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日
本
人
の
国
民
的
飲
料
と
い
え
ば
緑
茶
。

健
康
飲
料
と
し
て
の
認
知
度
も
高
く
、
ビ

タ
ミ
ン
Ｃ
や
カ
テ
キ
ン
を
豊
富
に
ふ
く
ん

で
い
る
こ
と
は
、
今
で
は
多
く
の
人
に
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

成
分
が
緑
茶
に
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
を
発
見
し
た
の
が
、
日
本
初
の
女
性
農

学
博
士
と
な
っ
た
辻
村
み
ち
よ
で
す
。

　

辻
村
博
士
は
、
明
治
21
年（
１
８
８
８
）

に
桶
川
宿
で
誕
生
し
、
明
治
35
年（
１
９

０
２
）に
桶
川
尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業

し
ま
す
。
後
の
桶
川
南
小
学
校
で
す
。
後

に
加
納
尋
常
高
等
小
学
校
勤
務
を
経
て
東

京
府
立
女
子
師
範
、
国
立
お
茶
の
水
女
子

大
学
の
前
身
で
あ
る
東
京
女
子
高
等
師
範

学
校
に
学
び
ま
す
。

　

そ
の
後
、
教
職
の
道
に
進
み
ま
す
が
、

32
歳
の
時
に
化
学
の
研
究
を
志
し
て
退
職

し
、
北
海
道
帝
国
大
学
農
芸
化
学
科
へ
の

入
学
を
希
望
し
ま
す
。
女
性
の
入
学
例
が

な
い
こ
と
か
ら
入
学
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
副
手（
助
手
）と
し
て
無
給
で

食
品
研
究
室
に
在
籍
し
ま
す
。
そ
の
後
に

理
化
学
研
究
所
員
と
な
り
、
食
品
化
学
な

ど
を
研
究
し
ま
す
。
そ
し
て
、
緑
茶
に
関

す
る
研
究
で
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
含
有
、
さ
ら
に

カ
テ
キ
ン
含
有
を
発
見
し
、
渋
み
成
分
タ

ン
ニ
ン
の
抽
出
に
成
功
し
ま
す
。
こ
れ
は

画
期
的
な
発
見
と
高
く
評
価
さ
れ
、
昭
和

　

桶
川
小
学
校
に
は
、
辻
村
博
士
の
功
績

を
学
べ
る
パ
ネ
ル
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

岩
田
校
長
先
生
の
お
話
で
は
、

　
「
子
ど
も
た
ち
が
、
お
茶
博
士
で
あ
る

辻
村
み
ち
よ
さ
ん
が
、
学
校
の
先
輩
に
あ

た
る
人
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
、
身
近

に
感
じ
る
と
同
時
に
、
と
て
も
誇
り
に

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
女
性
で
初
め
て

の
農
学
博
士
と
い
う
こ
と
で
、
女
子
の
児

童
の
間
で
も
大
変
励
み
に
な
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
辻
村
み
ち
よ
博

士
に
つ
い
て
、
子
ど
も
た
ち
に
語
り
継
い

で
い
く
機
会
を
持
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。」

　

平
成
25
年
度
協
働
推
進
提
案
事
業
の
一

環
と
し
て
、
桶
川
地
域
文
化
研
究
会
と
協

力
し
て
、
豊
橋
に
あ
っ
た
顕
彰
碑
を
中
山

道
の
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
脇
に
移
設
し
ま
し

た
。
移
設
に
あ
た
っ
て
、
親
族
を
は
じ
め

関
係
者
が
集
ま
り
、
除
幕
式
を
行
い
ま
し

た
。（
11
月
30
日
・
寿
一
丁
目
地
内
）

　

今
後
は
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
辻

村
み
ち
よ
博
士
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
学
校
、
観
光
協
会
の
ほ
か
桶

川
地
域
文
化
研
究
会
、
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
の
も
と
辻

村
博
士
の
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

７
年（
１
９
３
２
）に
学
位
論
文
「
緑
茶
の

化
学
成
分
に
つ
い
て
」
で
女
性
初
の
農
学

博
士
と
し
て
学
位
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
後
も
研
究
者
と
し
て
多
く
の
実
績
を

残
し
、
教
育
者
と
し
て
も
重
職
を
歴
任
さ

れ
た
博
士
で
す
が
、
そ
の
影
に
は
た
ゆ
ま

ぬ
努
力
と
苦
労
が
あ
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。
女
性
が
勉
学
を
志
す
に
は
ま
だ
困

難
が
あ
っ
た
時
代
に
、
高
い
理
想
と
信
念

を
持
っ
て
女
性
の
学
問
の
道
を
切
り
開
き

81
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
研
究
を
続
け
、
多

く
の
学
徒
た
ち
に
夢
と
希
望
を
与
え
た
辻

村
み
ち
よ
博
士
は
、
こ
れ
か
ら
も
長
く
語

り
継
い
で
ゆ
く
べ
き
郷
土
桶
川
の
大
先
輩

で
す
。

桶川出身のお茶博士を
知っていますか？

辻 村 み ち よ
～わが国初の女性農学博士～

　緑茶に関する研究でビタミンＣ、カテキン
を発見し、渋み成分タンニンの抽出に成功し
た研究者・辻村みちよ。ここ生誕地・桶川は、
辻村博士が後に研究者として学ぶ基礎を育ん
だまちです。昨年、縁あって辻村博士終焉の
地の豊橋から桶川市へ博士の式紙塚顕彰碑が
移設されました。今号では、移設を記念して、
日本で初めての女性農学博士になった辻村博
士について、ご紹介します。

詳しくは 詩人権・男女共同参画課

辻
村
先
輩
に
続
け

切
り
開
い
た
学
問
の
道

理
系
女
子
の
先
駆
者

教え子たちと（辻村みちよ：中央）

辻
村
み
ち
よ
博
士
の
顕
彰
碑
が

移
設
さ
れ
ま
し
た
　
　
　
　
　

　　　辻村みちよ博士の略歴

　　　辻村みちよ博士の顕彰碑

1888　明治21年 埼玉県足立郡桶川宿（桶川市）
で出生

1904　明治37年 加納尋常高等小学校に勤務

1913　大正 2 年 東京女子高等師範学校（現お
茶の水女子大学）卒業

1913～1920 横浜高等女学校、埼玉県女子
師範学校勤務

1920　大正 9 年 北海道帝国大学で無給副手と
して研究

1922　大正11年 東京帝国大学医化学教室で
「生化学」を研究

1923　大正12年 理化学研究所で緑茶の研究

1924　大正13年 緑茶中に多量にビタミンＣが
含まれることを発見

1929　昭和 4 年 緑茶からティカテキンを発見

1932　昭和 7 年 日本初の女性農学博士の学位
授与（東京帝国大学より）

1949　昭和24年 お茶の水女子大学教授に就任
（家政学部初代部長）

1951　昭和26年 大学施設運営視察団長として
渡米

1955　昭和30年 実践女子大学教授に就任
1956　昭和31年 日本農学賞受賞
1963　昭和38年 実践女子大の名誉教授に就任
1968　昭和43年 勲４等宝冠章受章
1969　昭和44年 愛知県豊橋市で逝去（81歳）

※「辻村みちよ博士略年譜」（作成・編集：元桶川南小学校校長五井丕さん）より

桶川市男女共同参画フォーラム2014

『辻村みちよの足跡
　　　　＆お茶とカテキン』
と　き▶２月23日㈰午後２時～４時
ところ▶市民ホール・プチホール
※詳しくは２月号広報をご覧ください。

一方通行

JR高崎線

中山道 ●

●

埼玉りそな銀行

西口

桶川マイン
桶
川
中
学
校

●顕彰碑

東口

JR桶川駅
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○
印
鑑（
認
め
印
可
）

○
還
付
金
を
受
け
取
る
申
告
者
名
義

の
預（
貯
）金
の
口
座
番
号
の
分
か

る
も
の

○
所
得
を
証
明
す
る
も
の

　

平
成
25
年
分
の
給
与
所
得
・
公
的

年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票
の
原
本

○
社
会
保
険
料（
国
民
健
康
保
険
や

介
護
保
険
な
ど
）を
支
払
っ
た
証

明
書
や
領
収
書

※
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
は
控

除
証
明
書
が
必
要
で
す
。

○
生
命
保
険
料
・
地
震
保
険
料
な
ど

の
支
払
証
明
書

○『
医
療
費
の
明
細
書
』お
よ
び
領
収
書

　

医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、
１

月
号
広
報
と
一
緒
に
お
配
り
す
る

「
上
尾
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
」

の
中
に
あ
る
『
医
療
費
の
明
細
書
』

に
記
入
を
済
ま
せ
て
、
医
療
を
受
け

た
人
ご
と
に
ま
と
め
た
領
収
書
と
一

緒
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際

に
は
、
領
収
書
の
日
付
が
平
成
25
年

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
告
会
場
に
は
コ
ピ
ー
機
が
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
必
要
な
書
類
は
必
ず

コ
ピ
ー
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

申
告
に
必
要
な
も
の

 ■上尾税務署
　 〒362－8504
　 上尾市大字西門前577番地

・北上尾駅東口から徒歩約20分

・上尾駅東口から朝日バス（羽貫駅
行）（伊奈総合高校行）に乗車し

「上平支所前」下車徒歩３分

・上尾市内循環バスぐるっとくん
　（上平循環）・（東西循環）に乗車し

「上尾税務署前」下車徒歩１分

 ■地域福祉活動センター
　 桶川市末広二丁目８番８号
　 （地域福祉活動センター３階）

・桶川駅東口から徒歩約25分

・桶川駅東口から桶川市内循環バ
ス（べにばなGO）「東循環」「東西
循環」に乗車し、「総合福祉セン
ター」下車徒歩１分

・桶川駅東口から朝日バス「加納循
環」に乗車し「総合福祉センター」
下車徒歩３分

上尾税務署

国
道
17
号

中
山
道

至
桶
川

至
桶
川

至
大
宮

埼
玉
県
食
品

流
通
セ
ン
タ
ー

至
さ
い
た
ま

久保西
交差点

久保
交差点

PAPA上尾
ショッピング
センター

上平小学校
バス停
「上尾税務署前」

「上平支所前」
　　　バス停

農協

埼玉県上尾
地方庁舎

芝川小学校

県道・上尾久喜線

北
上
尾
駅

文

文

（桶川市社会福祉協議会）

総合福祉
　センター

朝日バス
バス停

地域福祉活動センター

国
道
17
号

ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド

銀
行

医
院

銀
行

中
山
道

至大宮 至大宮

至熊谷

至熊谷

ス
ー
パ
ー

和
菓
子
屋

東
口

べに花GO
バス停

教
育

委
員
会

桶
川
駅

受付日 受付地区

還
付
申
告

2 月４日㈫ 下日出谷・下日出
谷西・北・朝日

2 月５日㈬ 上日出谷・泉・南

2 月６日㈭ 西・神明・坂田・
坂田東

2 月７日㈮ 寿・若宮・川田谷・
倉田

2 月10日㈪
東・末広・鴨川・
加納・篠津・五町
台・舎人新田・赤
堀・小針領家

確
定
申
告

2 月17日㈪ 下日出谷・下日出
谷西・北・朝日

2 月18日㈫ 上日出谷・泉・南

2 月19日㈬ 西・神明・坂田・
坂田東

2 月20日㈭ 寿・若宮・川田谷・
倉田

2 月21日㈮
東・末広・鴨川・
加納・篠津・五町
台・舎人新田・赤
堀・小針領家

会場▶地域福祉活動センター３階
※駐車場に限りがありますので、公
共交通機関をご利用ください。
受付時間▶午前９時～11時
　　　　　午後１時～３時30分

★
確
定
申
告
書
の
作
成
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。（http://w

w
w

.nta.go.jp

）

　

作
成
し
た
申
告
書
は
印
刷
し
て
郵
送
で
提
出
ま
た

はe-Tax

を
利
用
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
提
出
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
１
月
号
広
報
と
一
緒
に
お
配
り
す
る

「
上
尾
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

★
確
定
申
告
に
必
要
な
各
種
様
式
は
、
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
、
印
刷
し
て
ご
利
用
に

な
れ
ま
す
。ま
た
、次
の
場
所
に
も
用
意
が
あ
り
ま
す
。

・
上
尾
税
務
署

・
市
役
所
税
務
課

※
申
告
書
は
１
月
６
日
か
ら
配
布
し
ま
す
。（
添
付

書
類
の
各
種
様
式
に
つ
い
て
は
１
月
中
旬
頃
）

　

会
場
▼
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー
３
階

　

受
付
期
間
▼
下
表
の
と
お
り

　

受
付
時
間
▼
午
前
９
時
～
11
時
、
午
後
１
時
～
３

時
30
分

　

受
付
対
象
者
▼
次
の
①
②
を
満
た
す
人

①
給
与
所
得
者
ま
た
は
年
金
所
得
者

②
確
定
申
告
書
Ａ
で
申
告
す
る
人

※
確
定
申
告
書
Ｂ
で
申
告
す
る
人
、
雑
損
控
除
を
受

け
る
人
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
初
年
度
の
人
は
、
上
尾

税
務
署
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
詩
税
務
課
市
民
税
グ
ル
ー
プ

（
※
会
場
１
階
の
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
申
告
の
内

容
に
関
す
る
問
合
せ
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
。）

申
告
書
の
作
成
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

市
で
の
所
得
税
申
告
臨
時
受
付

【決算個別指導会】２月12日㈬、14日㈮
【確定申告相談会】３月４日㈫、５日㈬
受付時間▶午前９時30分～11時30分
　　　　　午後１時～３時30分
ところ▶桶川市商工会館
問合せ 詩桶川市商工会☎786－0903

青色申告対象者の決算個別指導と
確定申告相談会 　税理士事務所において次の方々の

うち少額な税務相談および申告書の
作成を無料で行いますので、事前に
電話連絡のうえ、お越しください。
①年金を受けている人
②給与所得者で医療費控除を受けよ
うとする人
③年の途中で退職または就職した人

税理士による無料税務相談
とき▶２月１日～15日（土・日・
祝日を除く）
事前連絡受付時間▶午前９時
30分～午後４時
ところ▶最寄りの税理士事務所
問合せ 詩関東信越税理士会上尾
支部☎776－8777

　平成23年分以後の各年分において公的年金などの収入金額の合計額が400万円以下であり、かつ、公的
年金等に係る雑所得以外の所得金額が20万円以下である場合には、所得税の確定申告は必要ありません。
ただし、所得税の還付を受けるためには確定申告書を提出する必要があります。
※所得税の確定申告が必要ない場合であっても、住民税の申告が必要な場合があります。（年金天引き以外
の社会保険料控除・生命保険料控除・地震保険料控除・医療費控除・扶養控除などの追加の控除がある人）
※確定申告書の提出が要件となっている控除（例えば、純損失や雑損失の繰越控除など）の適用を受ける場
合には、確定申告書の提出が必要となります。

★公的年金を受給されている人へ
　公的年金等の収入が400万円以下の「確定申告不要制度」について

●平成25年中に退職などにより、年末調整を受
けていない人

●所得控除（扶養控除・社会保険料控除・生命
保険料控除など）の追加がある人

●本人や家族の医療費を一定額以上支出した人
●一定の要件のマイホーム取得などで、住宅

ローンがある人

還付申告とは？…源泉徴収された税金が計算し
た税金の額より多いときは、申告をすることによ
り納めすぎの税金が還付されます。この手続きを
還付申告といいます。

確定申告とは？…毎年1月1日～12月31日の1
年間に生じた全ての所得の金額と、その所得に
対する所得税の額を計算し、源泉徴収（給与や年
金などからの天引き）された税金や予定納税で納
めた税金などとの過不足を精算する手続きです。

●事業所得や不動産所得、譲渡所得がある人
●給与所得者のうち、次に該当する人
　①給与の収入金額が2,000万円を超える人
　②給与・退職所得以外の所得金額の合計額が

　20万円を超える人
　③給与を２箇所以上から受け取った人

還　付　申　告 確　定　申　告
※個々の状況により、申告しても還付にならない場合もあります。

所得税の確定申告のご案内平成25年分

確定申告は１年間に生じた所得に対する税金を精算する大切な手続きです。申告期間内に申告しましょう。

  申告期間   所得税の確定申告などの問合せ・郵送先

2月17日㈪～3月17日㈪（土・日・祝日を除く）
上尾税務署では２月23日㈰および３月２日㈰に限り日曜日
も受け付けます。
　　　　　　　　　　　

※還付申告は１月６日㈪から受け付けます。

上尾税務署（〒362-8504 上尾市西門前577）
代表電話番号☎770－1800（自動音声案内）
※音声が流れますので、用件の内容に応じた番号を選んで
ください。

※今年度は総合福祉センター（東公民館）改修工事のため、会場が地域福祉活動センター３階に変更となります。
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東第１地区

身近な相談はあなたの地域の
〈民生委員・児童委員〉に

　〈民生委員・児童委員〉の任期満了に伴い、
12月１日付けで139名（この内、主任児童委員
として14名）が新たに厚生労働大臣および埼玉
県知事から委嘱されました。
　また、委嘱された〈民生委員・児童委員〉は、
「東第１・第２・第３地区および西第１・第２・
第３・第４地区民生委員・児童委員協議会」に
それぞれ所属します。（別表のとおり－敬称略－）
　〈民生委員・児童委員〉は、一定の区域を担
当し、区域内の実情を把握しながら地域で援助
活動を必要とする人の相談や援助などの福祉活
動を行っています。
　生活上のこと、家族のことなど、担当区域の
委員にお気軽にご相談ください（プライバシー
は堅く守られます）。
　また、主任児童委員は、児童福祉に関する事
項を専門的に担当し、区域を担当する民生委員・
児童委員と一体となって活動し、児童福祉の増
進に努めています。

氏　名 電　話 担　当　地　域
大保テル子 774－8092 坂田西部国道西側の一部
秋山　澄子 728－0823 坂田東部の一部
髙橋　富雄 728－4918 坂田東１丁目1～28番
東條　律子 728－2937 坂田東１丁目29～50番、坂田東２丁目14～31番
齋藤　君江 728－2895 坂田西部の一部
梅原とも子 728－3437 坂田西部の一部
小沢　和子 728－4692 坂田西部の一部
大野　伸子 729－2858 坂田西部の一部
大川　和江 728－3786 坂田西部の一部、坂田東3丁目
島田ルリ子 728－0660 坂田東部・西部の一部
岡田智津江 728－6054 おけがわ団地（１～12街区）
田中　雅子 728－0356 おけがわ団地（13～23・30街区）
馬場　裕二 728－4486 おけがわ団地（24～29・31～36街区）
戸塚　政人 728－3550 坂田団地・坂田西部の一部
岩﨑　　要 728－0924 加納東部
菅原　三彌 728－2966 城跡団地
廿樂　順一 728－6989 加納西部・南部の一部
高塚　一子 771－1837 加納南部国道西側の一部
花盛美代子 775－5098 加納南部国道西側の一部
池田　正子 728－0723 加納北部・西部の一部
羽生　悦美 728－5931 加納団地・加納南部の一部
白根恵美子 728－0248 五丁台・篠津・舎人新田
松川　六郎 728－6747 小針領家
城山　勝彦 728－1603 倉田北部
荒井貴枝子 728－3099 倉田南部
日向野芳春 728－4812 大之地・倉田・西窪・サン団地・県営団地
林　　保代 728－7418 主任児童委員
青木　文江 728－1892 主任児童委員

西第１地区
氏　名 電　話 担　当　地　域

田谷　紀子 786－7081 若宮１丁目１～８番(パークタウンを除く)
橋場　正男 786－1752 桶川ビュータワー
藤田　俊子 786－0298 若宮１丁目８番１～５号・16～19号
佐藤　利恵 786－7113 若宮１丁目８番６～15号
福田　健作 787－5499 若宮１丁目８番20～31号
定行　哲子 786－2150 若宮２丁目８～13・22～2７番
冨田　金雄 786－1587 若宮２丁目２～７番
辻本　京子 786－1762 若宮２丁目１・14～21番・28～36番
大橋　礼子 786－1780 鴨川１丁目11～16・18番
三村　清子 786－3914 鴨川１丁目１・1７・19番
橋本　玲子 786－5041 鴨川１丁目９・10番
小沢　昭勝 786－6160 鴨川１丁目２～８番
稲葉　修三 787－1046 鴨川１丁目20・21番・鴨川２丁目
鈴木　雪子 776－2323 朝日１丁目４～８番・18～19番・22～32番
田村美智子 776－7948 朝日１丁目１～３番・９～1７番・20・21番
遠藤　征男 773－6591 朝日２丁目１～３番・18～29番
松田　芳美 774－9575 朝日２丁目４～1７番
飯野　公子 774－3614 朝日３丁目９～19番
松本　英俊 774－7080 朝日３丁目１～８番
小久保　勝 771－4334 朝日３丁目20～31番
関根菜穂子 773－5374 主任児童委員
小林　小枝 786－2383 主任児童委員

西第３地区
氏　名 電　話 担　当　地　域

田口　　稔 786－0778 上日出谷東部の一部
夏目　良子 786－4511 上日出谷東部の一部
久保田征子 786－0319 上日出谷東部の一部
熊井　幸江 786－6489 上日出谷西部の一部
福田　靖男 786－1440 上日出谷西部の一部
臼井　洋二 786－6415 上日出谷北部の一部
平賀不二子 786－7104 上日出谷北部の一部
江森　　忍 786－0594 上日出谷西部・北部の一部
谷　　健治 786－6040 上日出谷西部の一部
木村　淳子 786－9327 殿山団地
久保千恵子 787－2949 上日出谷西部・北部の一部
西山　幸子 786－9156 けやき・マイタウン・ニュー日出谷団地
加藤　千晶 787－4033 東観団地（第１ブロック）
塩川　幸子 786－6352 東観団地（第２ブロック）
山本美智子 786－2381 東観団地（第３ブロック）
川口嘉奈子 787－1224 主任児童委員
松田　博子 787－0172 主任児童委員

西第４地区
氏　名 電　話 担　当　地　域

石井　鉄夫 787－0607 樋詰の一部・薬師堂
加藤　忠雄 786－2926 樋詰の一部・松原
長谷川啓志 786－7482 三ツ木・田向・柏原の一部（三田原地区東）
三村　亮悦 787－0079 三ツ木・柏原の一部（三田原地区西）
深谷　三男 787－0557 狐塚南側
髙木　正章 786－8655 狐塚北側
佐野　弘佳 786－7945 狐塚団地・県営川田谷団地
友光　重藏 787－0538 岡村の一部
島村　國男 787－0292 岡村の一部
上荒磯芳香 786－9699 前領家・天沼
伊藤　　薫 787－0183 原
新井　敏夫 786－8743 市場
深谷　仲夫 787－1020 谷津
池田　康夫 787－0056 竹ノ内
小澤　京子 786－1191 主任児童委員
石川　静子 786－1671 主任児童委員

東第２地区
氏　名 電　話 担　当　地　域

松盛　将三 773－2284 東１丁目３～６番・10番の一部
森島　一巳 774－7469 東１丁目１・２・７～９番・10番の一部
小峯　晴美 774－0694 東２丁目１～10番
小池　光雄 771－1156 東２丁目11～15番
髙山　　清 773－1864 南１丁目
中村　文雄 772－3527 南２丁目５～８番
新井　初江 774－2425 南２丁目１～４番
齊藤文志郎 771－1100 寿１丁目９～１５番
向　　信子 772－3040 寿１丁目１～８番
中林　義正 773－2071 神明１丁目
西田　友子 773－1185 神明２丁目
笠原冨美子 775－0369 末広１丁目２番23～36号・３～５番
鈴木　武彦 775－6628 末広１丁目１・２番3７～43号
千代加代子 728－8396 末広２丁目９～12番
西　　久美 727－0552 末広２丁目１～６番
荒井　幸子 728－4130 末広２丁目７・８番
田中　昌位 771－1036 主任児童委員
島田扶佐子 776－6442 主任児童委員

東第３地区
氏　名 電　話 担　当　地　域

臼田恵美子 771－1101 西１丁目
白子　勲夫 774－9545 西２丁目１～５番
坂巻　　弘 774－1527 西２丁目６番の一部・７番の一部
野﨑　隆雄 773－4367 西２丁目９番の一部・10・11番
遠藤ミキ子 771－9180 西２丁目６番の一部・７番の一部・８・９番の一部
吉田　たみ 771－7802 北１丁目11・19～21番・18番の一部・23番の一部
川音いつ子 774－2750 北１丁目１・２・７～10・22番
政輝　淑江 772－1313 北１丁目15～1７番・18番の一部・23番の一部・24・25番
佐藤タカ子 774－1051 北１丁目３～６・12～14番
内田あい子 776－2545 北２丁目１・２・９・10番
小濵　汎余 775－5518 北２丁目３～７番・８番の一部
門脇登美子 771－0889 北２丁目11～14番・８番の一部
岡安　政彦 776－3335 寿２丁目５～６番・13～15番
野本　靖子 774－1666 寿２丁目９～12番・16～18番
吉田　洋子 771－1071 寿２丁目１～４番・７～８番
片岡　成介 728－1393 末広３丁目11～14・18番・19番の一部
石川　昭子 728－6348 末広３丁目３～７番
市川　益士 728－2601 末広３丁目１・２・８～10・15～1７番・19番の一部
五十嵐明美 728－2055 主任児童委員
白銀　和子 772－7949 主任児童委員

退任された
民生委員・児童委員の皆さん
ありがとうございました！！
　今回、11月30日で退任され、
これまで地域福祉のためにご尽
力をいただいた次の〈民生委員・
児童委員〉50名の方に感謝状が
贈られました。（順不同・敬称略）

渡部枝美子
加納　静子
田所貴栄子
遠藤エキ子
早川　階二
横山　歌子
藤城　節子
野﨑　肇　
大塚　秀夫

原田　雅美
吉川登志雄
神馬美智子
大槻　清作
大澤　武子
樫田　啓子
林　　洋子
服部　公子
山本万里子

森園イツ子
早津　京子
八谷美津子
中島　陽子
江原　洋子
岩崎　　實
大坂志保子
笠井多美子
関口　光子

枻川　弘子
濃野久美子
野本千代子
杉浦　晴江
和久津孝夫
榎本　善行
田口　孝子
中島みどり
谷藤　久代

坂巻　　馨
小澤　征司
高橋　　実
水村　誠治
新井　啓郎
市川キミ子
和田　松江
小山　香利
木村江津子

松田　　稔
古山　慶子
鈴木　　知
佐久間美好
細田　文江

西第２地区
氏　名 電　話 担　当　地　域

遠藤美千代 786－0382 日出谷団地・上・下日出谷の一部
古澤いつ子 786－1324 下日出谷北部の一部
小林　卓爾 786－8874 日出谷団地・上・下日出谷の一部
田吹　唯子 786－4161 下日出谷北部の一部
中村　忠男 786－4517 下日出谷西部の一部
須永伊美子 786－5792 下日出谷西部の一部
髙橋あけみ 786－2865 下日出谷東部の一部
岸　　友子 786－3973 下日出谷東部の一部
城田　明子 786－3482 下日出谷東部の一部
白石とも子 786－6126 泉１丁目９～１１番
西島　早苗 786－3645 泉１丁目４・５・７・８番
益田由紀子 786－4438 泉１丁目１～３番・６番
廿樂　　実 786－1595 泉１丁目１２～１８番
桜木　優子 786－4507 泉２丁目１・３～６番

選任中 泉２丁目２・７～１１番
黒河　昌子 786－7162 泉２丁目１２～１８番
内山　光男 786－2284 桶川ビレッジ
常見小百合 789－5205 主任児童委員
木元　文江 786－9906 主任児童委員

　12月１日付けで139名
の民生委員・児童委員が
厚生労働大臣・埼玉県知
事から委嘱されました

　詳しくは 詩社会福祉課
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